
 

この申立書の写しは，法律の定めるところにより，申立ての内容を知らせるため，相手方に送付されます。 
  

□ 調停 
家事     申立書 事件名（   離 縁     ） 
  □ 審判 

                               受付印 

  収 入 印 紙            円 

  予納郵便切手            円 

 

（この欄に申立て１件あたり収入印紙１,２００円分を貼ってください。） 
 
 
 
 
 
 
                           （貼った印紙に押印しないでください。）

記載例

 

名古屋 家 庭 裁 判 所 

御 中 
平成○○年○○月○○日 

申 立 人
（又は法定代理人など）
の 記 名 押 印

 
                                               
             印                

準 口 頭 

  添付書類 

 （審理のために必要な場合は，追加書類の提出をお願いすることがあります。） 
 

 
  

 
 本  籍 
 
（国 籍）                府 県 

 （戸籍の添付が必要とされていない申立ての場合は，記入する必要はありません。） 
 
                 都 道 
 

 
 住  所 

 
 
〒 ○○○ － ○○○○                                 

 
                                                                  （         方）

 
 申 

 
 
 
 

 立 
 
 
 
 

 人 

 フ リ ガ ナ 
 
 氏  名 

 大正 
昭和 ○○年  ○ 月 ○ 日 生 
平成 
（   ○○   歳） 

 
 本  籍 
 
（国 籍） 

               府 県 

（
 
戸籍の添付が必要とされていない申立ての場合は，記入する必要はありません。） 

                 都 道 
  

 
 住  所 

 〒 ○○○ － ○○○○                    
 
                         

甲 野 春 子 
認め印で構いません。 

この申立書に書いたことは，
相手方に知られます。 

愛知 愛知 ○○市○○町 三丁目４番５号 

愛知県○○市○○町 一丁目２番３号 

                    

 

                                                                    （         方）

 
 相 

 
 

 手 
 
 

 方 
 フ リ ガ ナ 
 
 氏  名 

 大正 
昭和 ○○年  ○ 月 ○ 日 生
平成 
（    ○○  歳） 

 
 本  籍 
 
（国 籍）                府 県 

 （戸籍の添付が必要とされていない申立ての場合は，記入する必要はありません。） 
 
                 都 道 

 

 
 住  所 

〒 ○○○ － ○○○○                       
 
 
                                                                  （   丙野     方） 

 
 養 

 
 
 
 
 

 子 
 フ リ ガ ナ 
 
 氏  名 

 大正 
昭和  ○年  ○○ 月 ○日 生 
平成 
（    ○○  歳） 

甲
コウ

 野
ノ

 春
ハル

 子
コ

 

○○市○○町 一丁目６番７号 愛知 

名古屋市○区三丁目４番５号 

乙
オツ

 野
ノ

 太
タ

 郎
ロウ

 

申立人の本籍地に同じ 

甲
コウ

 野
ノ

 一
イチ

 郎
ロウ

 

名古屋市○○区七丁目１番５号 

（注）太枠の中だけ記入してください。 
別表第二，調停( / ) 



 

この申立書の写しは，法律の定めるところにより，申立ての内容を知らせるため，相手方に送付されます。 
  
 
 
               申    立    て    の    趣    旨 

 

   申立人と，相手方の三男である養子甲野一郎とは離縁する調停を求めます。 
 

 

 

 
 
                 申    立    て    の        理    由 

 

 １ 申立人と，相手方の三男である養子は，平成○○年○月○日に養子縁組届出を 

 

  しました。 

 

 ２ 申立人と養子は，申立人の現住所に一緒に住んでいましたが，平成○○年○月 
 
 

  ころに，将来の進路について口論となって以来，些細なことでも意見が対立し， 
 
 

  平成○○年○月○日には家を出て行ってしまいました。 
 
 

 ３ 申立人は，養子縁組の解消について，相手方と協議しましたが，協議が調わ 

 

  ないためこの申立をします。 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
  
 

別表第二，調停( / ) 


